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はじめに
近年､父親の存在あるいは役割に社会的関心が支払わ
れるようになり､父親の役割を再検討する状況が生じて
きている｡このような背景には､父親をめぐる社会が大
きく変化したことがあげられる｡その一つには､産業構
造の変化によって ｢職住分離｣が著しく進み､父親が実
際に働いている姿を見たことがない人が増加し､父親像
の形成が難しくなったこと､さらには､女性の少産少子
化や長寿命化によって､女性のライフスタイルが変化し
たことがあげられる｡今や共働きが九百万世帯を越え､
勤労者世帯の約三分の一を占めている｡これらの結婚後
も働き続ける女性は､男性あるいは父親の扶養者として
の役割を補助するため､さらには自己実現のために､働
いていると言えよう｡このような状況に伴い､近年､女
性の地位向上や男女共同参画型社会の達成を目指す動き
が日本でも潮流となり､父親も家事や育児責任を担う必
要性があるとする認識が高まっている｡この様な社会変
化を反映して､マスメディアも､父役割が変化している
ことを指摘している｡例えば､子どもの保育園の送り迎
えをしている ｢育児を行う父親｣が紹介されたり (東京
新聞1.17.1996)､さらには､｢夫の立ち会い出産｣を
テーマにとり上げ､父親自身がこれまでとは異なる新し
い父役割をっくり始めたこと､また家族との秤を確認で
きたこと､そして､夫に芽生える育児意識などを紹介し
ている (毎日新聞1.18.1996)｡このように､日本にお
いても父親の育児参加が期待され､注目され始めている
ことが伺えよう｡
さらに､｢女性の暮らしと仕事に関する世論調査｣に
おいては､｢今後どのような男性が多くなった方がよい
と思いますか｣の質問項目に対 して､家事や子育てに積
極的に参加する男性を望んでいることが明らかにされて
いる｡また､アカデミックな分野においても､相木らを
中心として､『父親の発達心理学』さらには､町子どもの
発達と父親の役割』が出版され､父親の育児参加が注目
され､それらが子どもに与える影響､さらには､父親自
信に与える影響について検討されている｡
アメリカに目を向けると､LaRossa(1988)が指摘す
るように､父親はbreadwinnerとしての役割の他に､従
来母役割であるとされた､育児や家事もする ア`ンドロ
ジアス"型の役割を理想型として､期待されているが､
日本では､それが今､イデオロギー化しつつある｡しか
し､日本の社会では､従来からのbreadwinnerとしての●
父役割が依然として根強く､イデオロギーになりつつあ
る､このアンドロジニアス的な理想型としての父役割は､
ある父親たちにとっては､ひとつの ｢圧力｣源になり始
めてきていると思われる｡
そこで､本論文においては､先行研究の考証という方
法をふまえて､父親の育児参加が父親自身の心性にどの
ような影響を与えているかを明らかにすると同時に､そ
のメカニズムについて､明らかにしていくことを目的と
したい｡メカニズムについては､イデオロギーとしての
アンドロジニアスな父役割規範と､実際の父役割行動と
の関係性に焦点を当て､さらには､その関係性について
の父親自身の主体的な対応や資源､そして､家庭と職場
におけるコミットメントの要因を組み入れて､仮説構築
を試みることを目的としたい｡
父役割が父親 自身に与える肯定的影響(1I
そこで､仮説構築に向けて､父役割が父親に与える影
響について､どのような研究が行われていたかについて､
(1)
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述べてみたい｡
まず､アンドロジニアスな父役割が､父親自身に与え
る肯定的な影響について､外国における研究を紹介した
い｡Gronseth(1978)はノルウェーにおける仕事と育
児を分担している､父親を対象に調査を行っている｡こ
の調査で父親は､育児に参加することにより､子どもと
の親近感を強くもつようになること､子どもをより理解
できるようになること､男性としてのアンデンティティ
を維持するのには､何の困難もないこと､そして､高い
自尊心や自信をもち､さらには親役割について満足して
いることが明らかにされている｡さらに､Russell(1982)
においても､父親自身の自尊心と満足感が､子どもの世
話係としての役割達成感と関係があることを兄いだして
いる｡
このように､父親の育児参加が高まることによって､
子どもに対する親近感が生じ､それによって子どもの理
解が高まり､さらには､父親自身の自尊心や自信を高め､
親としての役割に満足し､結果的に､父役割を変えてい
くことが示唆されている｡
一方､GrimmandPerry(1994)が行った研究にお
いては､労働者階級における父親を対象として､父親の
仕事の状況､父役割､父親の自尊心､さらにこれらと心
理的幸福の関係を明らかにしている｡この研究では､父
親の仕事状況､すなわち仕事での肯定的な経験と否定的
な経験が､父親の自尊心に影響を与え､それが子育てと
しての父役割へ影響し､ひいては父親の心理的幸福に影
響するとしている｡すなわち､仕事で肯定的な経験をも
つ父親は､父親自身の自尊心が高まり､子どもを心理的
に管理せずに子どもを受入れることができ､その結果と
して､父親の心理的健康に良い影響を与えているとして
いる｡
以上のように､GronsethやRussellの研究においては､
｢父親の育児参加｣が父親の自尊心や自信を高めていく
としているが､それに対して､Grimm andPerryの研
究においては､父親の育児参加よりも ｢仕事経験｣から
得られる充実感によって､父親の自尊心が高まり､子ど
もへの受容にもっながり､結果的に父親の心理的幸福に
つながるとしている｡このことは､一口に父役割と言っ
ても､父親の育児参加の役割よりも､職業的な役割が父
親の自尊心を高める､重要な要因であることを示唆して
いる｡
次に､日本においては､発達心理学の視点から､柏木
(1996)は､親役割が親自身の発達に及ぼす影響を調べ
るために､子どもをもった現在の自分は､親ではなかっ
た時と比べてどういう点が変化したと思うかについて調
査を行っている｡因子分析の結果､｢柔軟さ｣｢自己抑制｣
｢視野の広がり｣｢運命の受容｣｢生き甲斐｣｢自己の強さ｣
の6因子が抽出されている｡さらに､子どもや育児に対
しての感情や意識を因子分析によって､｢育児への肯定
感｣｢育児による制約感｣｢子どもは分身感｣の3因子を
抽出している｡したがって､父役割が父親に与える影響
について､父親は､母親と同時に柔軟さや視野の広がり､
謙虚な態度､自分の主張や立場に対する自己の強さなど
を感じていること､また､父親が子どもは分身であると
強く感じていることが確認されている｡さらに､母親と
比べて父親には育児による制約感が少ないが､母親が働
いていると､父親は育児による制約感が増えることが明
らかにされている｡
さらに､若松 ･柏木 ･大野 (1996)は､相木 (1996)
によって明らかにされた､親の変化項目と新たにストレ
スに関する項目を加え､親としての成長 ･変化の指標と
して､柔軟さ､自己抑制 ･視野の広がり､運命の受容､
生き甲斐 ･自己の強さ･ストレスなどからなる ｢尺度｣
を作成し､これらの尺度にもとづいて､実証的研究を行
っている｡その結果､母親が専業主婦の場合は､これら
の尺度データと父親の生活状況､父親の育児参加､母親
の就業､学歴との間には相関は見られなかったと報告し
ている｡すなわち父親の育児参加と､父親自身の成長や
変化との間には相関はなかったとしている｡しかし､母
親が有職の場合､父親と子どもとの関わりの程度との関
連では､育児をする父親の方が､育児をしない父親より
もストレスが少ないことが示されている｡
このように､父親の育児参加がまだ少ないという現実
を反映してだろうか､父親の親としての成長あるいは変
化と､母親が就労していない時の父親の育児参加との変
数との間に明確な肯定的な結果は得られていない｡また､
若松らの研究において､父親の育児参加が父親自身に与
える肯定､否定の両側面からの研究が行われているが､
主として肯定的な側面に焦点が当てられおり､｢制約感｣
や ｢ストレス｣などの否定的側面について (母親の就労
により父親の育児行動が増えるにつれて､父親自身に制
約感が増えるのかそれとも逆に､ストレスが減るのかに
ついて)の知見は､柏木の研究と一致していない｡
父役割が父親自身に与える否定的影響
そこで､父役割が父親に与える否定的側面における研
究知見を紹介したい｡この父親自身に与える否定的な影
響に関する研究は､肯定的な影響として比較してあまり
行われていない｡
GreenbergerandO'Neil(1993) と0'Neiland
(2)
冬木他 :父役割が父親自身に与える影響
Greenberger(1994)は､父親の役割葛藤と不安などの
否定的な心理側面を三つの役割コミットメントとの関係
で明らかにしている｡GreenbergerandO'Neil(1993)
では､共働きで､幼児をもつ父親と母親を対象にして､
心理的に重要だと思われる､異なる役割経験の側面を五
つ設定し､調査を行っている｡異なる役割側面とは､第
-は対象者の夫 (妻)としての役割､父親 (母親)とし
ての役割､及び仕事役割に対するコミットメントの程度
である｡第二は役割として期待される要求である｡第三
は､自分の役割評価である｡第四は､役割遂行から得ら
れる幸福感や満足感である｡第五として､役割関係から
得るサポートである｡これらの役割経験と父親及び母親
の心理的健康との関係を探っている｡方法としては､重
回帰分析を用いているが､結果としては､自分の親役割
に対する評価が肯定的で､仕事へのコミットメントが高
いに拘わらず､その仕事から得られる満足感が低いこと
や､仕事役割や親役割関係について配偶者からのサポー
トが低いことなどの説明変数が､心理的幸福の逆の指標
である役割葛藤に影響を及ぼしていることが明らかにさ
れている｡さらに､0'NeilandGreenberger(1994)
の研究においては､父親 (母実見)役割と仕事役割の諸側
面に焦点を当て､この変数と父親自身の心理的幸福感や
役割葛藤との関係を明らかにしている｡結果として､父
親の仕事役割に対するコミットメントが低く､親役割に
対するコミットメントが高い場合に､父親の役割葛藤が
最も低い結果になっている｡一方､父親の仕事役割に対
するコミットメントが高く､親役割に対するコミットメ
ントが低い場合､役割葛藤が最も高い結果となっている
ことを示している｡
以上の研究は､父親の役割コミットメントが父親に影
響を与えることを明らかにしている｡しかし､これらの
研究においては､役割期待としての父役割､言い換えれ
ば､規範としての父役割をどのように父親が認知し､コ
ミットメントや行動を行っているか､また､それらが父
親のパーソナリティにどのような影響を与えるかという
点に関しては､明らかにされていない｡
次に､アンドロジニアスな父役割が父親に与える否定
的な影響を検討した研究として､LaRossa(1988)の､
社会変化と父性 (父役割)に関する研究がある｡
LaRossaは､父役割が父親に与える影響を説明する際に､
文化 (culture)としての父役割と行動 (conduct)とし
ての父役割を説明変数としてあげている｡LaRossaによ
れば､文化としての父役割とは､人々に共有されている
父親像や父役割についての規範､価値､信念のことであ
り､行動としての父役割は､父親が実際に果たしている
(3)
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行動と規定している｡LaRossaは､アメリカにおいて､
近年 "newfather"の出現がマスメディアなどによっ
て､盛んにとりあげられていることに注目し､近年の社
会変化によって､文化としての父役割は急速に変化しつ
つあることを､次のように指摘している｡
LaRossaによると､19世紀末から20世紀半ばまでは､
父親は一家の稼ぎ手 (breadwinner)であったが､1940
-1965までの間で､性役割モデル (sexrolemodel)(2)
となり､1966から養育者 (nurturer)となり､1970年代
以降は､両性具有的な父親 (androgynousfather)と
なり､社会の変化に対応する形で､文化としての父役割
は変化してきたとしている｡
しかし､行動としての父役割については､定義がこれ
までの研究において､あいまいであり､そのために､父
役割行動が､実際に時代ごとに変化しているかを検討す
ることは､不可能であるとしている｡そこで､LaRossa
は､Lamb(1987)の調査を参考にして､父役割行動の
定義の明確化に努力している｡彼によれば､父役割行動
にはEngagement(子どもとの関わり)､Accessibility
(子どものニーズの充足行為)､Responsibility(子ども
の世話や福祉っいての責任)の3側面があるとしている｡
しかし､これまでの研究においては､父親の関わり､す
なわち､Engagementのみが､父役割行動としてとり上
げられ､子どものニーズの充足行為､すなわち､Acces-
sibilityや､子どもの世話や福祉についての責任､すな
わちResponsibilityは､依然として母役割として位置づ
けられてきことを明らかにしている｡
以上のように彼は､人々が共有する文化 (culture)
としての父役割は､新しい､すなわち非伝統的な父役割
へ変わりつつあるが､実際に父親がとる､ほとんどの
｢行動としての父役割｣は､依然として伝統的であり､
文化としての父役割と行動としての父役割が一致しない
としている｡つまり､文化としての父役割は､社会変化
の影響を受け移行しているために､人々が誤解して､行
動としての父役割においても変化が生じつつあるかのよ
うに､解釈しているとしている｡その結果､アメリカの
父親たちの間では､理想型である文化としての父役割と､
自分の行動としての父役割を比べて､｢父親としては失
格である｣というような罪悪感や両価的な気持ちをもっ
父親が､前世代に比べて増加しているのではないかとし
ている｡
LaRossaの研究においては､文化としての父役割がア
ンドロジニアスなものになっていることを前提としてい
るが､それをどのように受け止めて､父役割行動に具現
化していくかは､その役割主体者の役割認知の仕方によ
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って､それぞれ異なることが考えられる｡その意味では､
文化としての父役割の内面化過程や行動としての父役割
についても､さらなる検討が必要であると思われる｡
仮説構築に向けて
l アンドロジ二アスな父親に対する ｢対応類型｣と父
親への ｢心性｣への影響
父役割が父親に与える影響に関する研究において､
LaRossaがここまで述べてきた文化としての父役割と行
動の父役割は､役割理論における規範 (役割期待)と役
割遂行というレベルの概念である｡ ここで述べる規範
(役割期待)とは､言い換えれば､イデオロギーとして
存在するアンドロジニアスな父役割であり､それは父親
の役割認知､あるいは父親自身の人格構造に立脚する父
親による役割規定､さらには父親の役割行動を規定する
力をもつと考えられる｡しかし､同時にイデオロギーと
しての父役割､すなわち､文化規範としての父役割は､
役割主体者の認知､規定､行動などによって影響を受け
ていくことが考えられる｡
そこで､本論文では､LaRossaの枠組を参考にして､
アンドロジニアスな規範としての父役割の内面化と､さ
らには､その規範と行動としての父役割の同時性 ･非同
時性の類型化を行い､父親の心性に与える影響を考察す
ることにする (図1･仮説1)0
父義 イデオロギーとしてのアンドt)ジニアスな父投網 影*
アンPoジニ7スな 糧鴨としての 行動としての 心性
父義イアオE)辛-に村する対応型 父性鋼 父投網
1応聖 (A) + + 自什.自尊心
義広不全聖 (a) + - 打鴨膿
規韓遺脱製 (C) - + 拘貴慮.制的鴨
伝統聖 (D) - - 伝統的同-健様相腰惰
図 1 父役割が父親の心性に与える影響をめぐる仮説モデル1
(注)この分析モデルは､マートン (R.k.Merton)が社会の
アノミー 状況を分析するのに用いたものに類似しているが､そ
の内容は異なっている｡マートンは文化的目標とそれを達成す
るための制度的手段に注目し､その両者の関係を分析している
が､｢心性｣については全く言及していない｡その点において､
このモデルはマートンの分析モデルとは異なる｡
図 1の仮説モデル1で示されたように､Aグループ､
すなわち､｢適応型｣の父親は､アンドロジニアスな父
親を理想型と思っており､その役割規範を内面化するだ
けでなく､行動としての父役割においても､アンドロジ
ニアスな父役割を果たしている父親である｡このような
父親は､高い自尊心や自信をもち､親役割に満足するな
(4)
ど､心理的に安定していることが考えられる｡ これは
GronsethやRussellが指摘した父親像と一致する｡ この
ような父親は､マスメディアなどで､近年盛んにとりあ
げられている ｢育児をするnew father｣であると言え
るであろう｡
次に､Bグループの父親､すなわち､｢適応不全型｣
はどうであろうか｡この類型にいる父親は､イデオロギ
ーであるアンドロジニアスな父役割規範を内面化してい
るが､実際にはアンドロジニアスな役割行動を果たせず､
伝統的な父役割を果たしている父親である｡この類型に
いる父親は､LaRossaによって､罪障感や両価的な気持
ちをもっている父親像と一致する｡この類型にいる父親
は､大変仕事が忙しく､子どもと関わったり､コミュニ
ケーションができず､内面化されたアンドロジニアスな
父親像とのギャップで悩む父親である｡この類型の父親
は､ 外`では組織人､家では疲れた人､父親として本音
で語れる場がない"ことに気づき､父親としての役割や
存在に悩んでいる姿がマスコミでしばしば描かれている｡
この類型にいる父親は､社会変化により現在アメリカで
増えている父親である｡日本においても､近年､アンド
ロジニアスな父役割がイデオロギーとして存在し始めて
いることを考えると､この類型にいる父親が今後増えて
いくのではないだろうか｡
次に､Cグループにいる父親､すなわち､｢規範逸脱
型｣はどうであろうか｡この類型にいる父親は､アンド
ロジニアスな父役割規範を内面化していないが､実際の
行動としては､状況適合的に無理して､アンドロジニア
スな父役割を果たしている父親である｡このような父親
は､母親が働いていると､父親は育児量が増大し､それ
によって制約感を増大させていく父親像と類似している｡
つまり､アンドロジニアス的行動としての役割を果たし
ている父親が､育児による制約感 ･拘束感などの気持ち
を持っていることが考えられる｡このような父親も､今
後､女性の社会進出により､増加してくるのではないだ
ろうか｡
次にグループDにいる父親､すなわち､｢伝統型｣ は
どうであろうか｡この類型にいる父親は､アンドロジニ
アスな父役割規範は内面化しておらず､実際においても
規範に適合した育児行動も果たしていない父親である｡
このような父親は､ "Oldfather'として､マスメディ
アなどでは､家族から時代遅れの邪魔者として排旅され
ている父親像である｡しかし､この類型にある父親たち
は､伝統的父役割規範を内面化し､行動の上においても
伝統的な行動をとっていることから､規範と行動とのギ
ャップで悩むこともなく､比較的自分の役割に満足して､
冬木他:父役割が父親自身に与える影響
伝統的同一性保持感情をもっているように考えられる｡
この類型にいる父親が､依然として多いのではないかと
考えられる｡
最後に､グループEにいる父親､すなわち､｢革新型｣
の父親はどうであろうか｡この類型にいる父親は､イデ
オロギーとしてのアンドロジニアスな父役割規範や伝統
的な父役割規範を否定しており､これらに代わる新しい
役割を模索し､変革志向型の心性をもちやすいと言える｡
このように､アンドロジニアスなイデオロギーの内面
化と実際の行動から､5類型に分け､父親の心性に与え
る影響について､仮説構築を試みた｡現在においては､
理想型としてのアンドロジニアスの父親を基準とした場
合､｢伝統型｣の父親が一番多く､｢適応型｣にいる父親
はまだ少ないのではないかと思われる｡しかし､今後社
会の変化の影響を受けて､アンドロジニアスな父役割が
より一般化されていく可能性を考えると､｢適応不全型｣､
｢規範逸脱型｣における父親が最も増えていくことが考
えられる｡したがって､｢適応不全型｣､｢規範逸脱型｣
の父親が､どのような資源及びコミットメントを持っこ
とによって､｢適応型｣により近づくことが可能になる
のかという観点から､さらにこれらを検討し､実証的研
究を行う必要があろう｡
l 文化規範としての父役割と行動としての父役割と､
資源 ･コミットメントが､父親自身の ｢心性｣に与
える影響
仮説モデル1において､父役割規範と父役割行動の同
時性 ･非同時性(3)によって､父親の ｢心性｣を説明した
が､このモデルをさらに､拡張､発展させ､父役割規範
の内面化と役割行動の関係性が､資源要因とコミットメ
ント要因を媒介にして､どのように父親の ｢心性｣に影
響を与えるかを仮説化し､考察していきたい (図2･仮
説 2)0
まず､図2の仮説モデル2で示されたように､規範
(役割期待)とは､イデオロギーとして存在するアンド
ロジニアスな父役割規範であり､父親自身の役割認知､
あるいは人格構造に立脚した役割規定､さらには父親の
実際の役割行動を規定する力をもつと考えられる｡しか
し､これらは相対的に独立しており､イデオロギーとし
てのアンドロジニアスな父役割規範と､父役割行動を説
明変数に設定することができよう｡さらに､アンドロジ
ニアスな父役割規範と父役割行動の問には相互作用的な
関係性があり､それも父親自身の心性に影響を与えるこ
とから､父親の心理的影響を披説明変数に設定すること
ができよう｡これらの関係性に影響を与える媒介変数と
(5)
脱明変数
規範としての
父役割
媒介変数
パー ソナルコミットメント
(轍役劃･仕事役劃)
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被説明変数
l 心性
行動としての
父役劃
資源
図2 父役割が父親自身の資源とコミットメントと心性に与え
る影響をめぐる仮説モデル2
して､父親が利用できる資源やコミットメントの程度が
設定できる｡
そこで､媒介変数としてあげた父親が利用できる資源
であるが､これらは､規範としての父役割を内面化する
過程､さらにには役割行動などに､影響を与えると思わ
れる｡ここで言う資源とは､例えば､父親の ｢生活時間｣
や ｢ネットワーク｣である｡特に父親の仕事に関係した
｢生活時間｣が父親の家庭生活に深く関連 していること
が､牧野 (1987)が行った調査から伺える｡牧野は､同
じ会社に勤務する男性250名を対象にして､調査を行い､
対象者の過半数の人が ｢仕事から解放された｣と感じる
時刻は午後9時以降であり､父親が家族と一緒に夕食を
食べる日数は､一週間のうち週2-3回であり､中には
ほとんどない人も17%にのぼっていることを明らかにし
ている｡そして､牧野は､このような父親の仕事の忙し
さと家庭生活に対する満足感の関連について､仕事が忙
しいほど家庭を憩いの場と感じるわけでもなく､仕事の
忙しさはむしろ家庭生活に対しても不満度を高める方向
に影響していると結論づけている｡
さらに､土谷 (1992)が行った､父親の生活実態と父
子のかかわりの関連性に関する調査においても､仕事と
家庭への力の入れ方の程度に関して､仕事に力を入れて
いる父親ほど､子どもに接することが少なく､一緒に遊
ぶことが少ないことが明らかにされている｡しかし､父
親が家庭に比重をおき､家族とも接触できる時間的余裕
があっても､父子のかかわりは多くなっておらず､父親
の内面的意識が関係していることも示唆している｡
このように､父親の仕事に関連する父親の ｢生活時間｣､
具体的には､父親の勤務時間､仕事から解放される時間､
さらには仕事の忙しさや仕事と家庭への力の入れ方の程
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度などが､父親の家庭生活に深く関連している要因であ
ると思われよう｡
さらには､父親をめぐるネットワークが､父親の育児
行動に影響を及ぼすことは､Riley(1990)が行った研
究から伺える｡Rileyは､70名の父親を対象として､父
親のネットワークと子どもとの関わりについても調査を
行っている｡それは､父親のもつネットワークの量と質
が子育てに与える影響についての調査である｡結果とし
ては､対象者の父親がもっ子育てのネットワーク (子育
てについてのアドバイスを得る資源)の量の平均は5.1
であるが､17%の父親が子育てに関するネットワークを
全く持っていないことを報告している｡また､父親のネ
ットワークと､父親の子どもとの関わりとの関係につい
ては､共働き家族においては､友人や妻方の親戚とのネ
ットワークをもつ父親が､より積極的に子どもの世話に
参加していることが示されていた｡特に､父親の友人と
のネットワーク､つまり､父親の仕事関連において支援
をしてくれる人､夫婦の問題について話せる人､情緒的
な支援をしてくれる人､社会的な活動を共に行う人､金
銭的な援助をしてくれる人などのネットワークが､父親
の育児参加を高めていることが明らかにされていた｡こ
のように､父親のもつネットワークの質と量､さらには
ネットワーク源が､父親の役割行動に影響を及ぼすと言
える｡このことから､父親のネットワークを媒介変数と
して組入れることができよう｡
次に､父親の親役割あるいは仕事役割へのコミットメ
ントの程度も媒介変数として設定することができる｡コ
ミットメントとは､BurkeandReitzes(1991)によれ
ば､自分のアイデンティティに対する定義や基準と､他
者からの評価及び､社会からのそのアイデンティティに
対する適切な意味づけを一致させ維持させようとする力
の強さを指している｡すなわち､彼らによれば､高いコ
ミットメントとは､その行動に深く関わることであり､
それが人々のアイデンティティを作り上げ､支えるとし
ている｡したがって､この意味では､父親が父親や職業
人としての社会的役割規範と､自分のアイデンティティ
とを一致させるために､どの程度これらの役割にコミッ
トメントしているかということは､父役割規範の内面化
及び､父役割行動と関連があると思われる｡このような
視点に依拠すれば､父親の親役割あるいは仕事役割への
コミットメントの程度を媒介変数として組み入れること
ができよる｡
このように考察してくると､アンドロジニアスな父役
割規範と父役割行動の同時性 ･非同時性は､父親のもつ
資源や家庭 ･仕事に対するコミットメントの程度によっ
(6)
て､影響を受け､ひいては､父親の心性にも影響を与え
ていくと考えられる｡
要約と今後の課題
本論文では､近年の社会変化に伴い､父親に求められ
る役割が､breadwinnerとしての役割の他に､従来母役
割であるとされた､育児や家事もする "アンドロジニア
ス"型の役割になりつつあることを指摘し､このアンド
ロジニアスな父役割は､イデオロギーとして､多くの父
親に対して､｢圧力｣をかけ始めてきていることを問題
意識として述べた｡このような問題意識から､本論文の
目的は､イデオロギーとしてのアンドロジニアスな父役
割規範が､実際の父役割行動､さらには､父親の心性に､
どのような影響を与えるかについて考奏し､仮説構築を
試みた｡
そこで､仮説構築のために､父役割が父親自身に与え
る影響についての先行研究を考証し､二つの仮説モデル
を導き出した｡仮説モデル1においては､アンドロジニ
アスな父役割規範と父役割行動の同時性 ･非同時性の関
係性が､父親自身の心性に影響を与えるとした｡つまり､
イデオロギーとしてのアンドロジニアスな父役割規範と､
父役割行動の関係性を説明変数､父親の心理的影響を披
説明変数とする仮説モデルの構築を試みた｡その関係性
は､次の5つの対応類型､つまり､｢適応型｣｢適応不全
型｣｢規範逸脱型｣｢伝統型｣｢革新型｣に類型化され､
それぞれに対応する ｢心性｣が父親のなかに形成される
とした｡さらに､仮説モデル2としては､これらの関係
性に影響を与える､媒介変数として､父親が利用できる
資源やコミットメントの程度が設定された｡その意味で
は､仮説モデル2は､仮説モデル1を拡張 ･発展させた
ものと､言えよう｡
本論文においては､社会変化の影響を受け､規範とし
ての父役割､すなわち､イデオロギーとして存在するア
ンドロジニアスな父役割が､父親の役割行動を規定し､
これらの関係性が父親に与える心理的影響をとりあげた｡
しかし､規範､あるいはイデオロギーとしての父役割は､
役割主体者の認知､規定､行動などによって影響を受け
て､変化していくことが考えられる｡したがって､今後､
規範としてのアンドロジニアスな父役割と行動としての
父役割のギャップに悩み､罪障感や制約感を持ち始めて
いる父親の増加を背景にして､より現実的に合意可能な
イデオロギーが新たに創り出され､アンドロジニアスな
父役割規範も変化していく可能性があると考えられよう｡
さらに､政策や職場制度などによっても､イデオロギー
としての父役割が影響されることを考慮すると､今後､
冬木他 :父役割が父親自身に与える影響
イデオロギーとしてのアンドロジニアスな父役割規範が
変化していくことも考えられよう｡
本論文において､現代の父親へ影響を与え始めている
イデオロギーをアンドロジニアスな父役割としたが､さ
らに歴史的な視点から､日本においても近代から現代に
至るまで支配的であった父親像を検討 し､父役割イデオ
ロギーの変化を明確にし､将来を展望 していくことが必
要であろう｡また､社会的諸条件に規定されたイデオロ
ギーとしての父役割を明確にすると同様に､父親自身が
どのようにイデオロギーとしての父役割を内面化し､自
らの父役割定義と調和させ､自らの行動を決定 し､父役
割を遂行するかについて､これらの過程の検討を行うこ
とも今後の大きな課題である｡
注
(1)これまでの父役割 ･父親研究では､子どもは親の
社会化の産物であると見なす傾向が強かったため､父子
関係における父親の子どもに対する影響についての研究
が多く行われてきた傾向がある｡ しかし､近年になり､
親と子の社会化の過程は相互作用であり､親が子どもを
社会化するように､子どもも親を社会化するという相互
規定的社会化 (reciprocalsocialization)の立場が強調
され始め､ようやく家族社会学や発達心理学を中心とし
て､子どもとの関わり合いによって､父親が親として､
どのように変化 し､成長 したかについての研究が注目さ
れている｡
(2)LaRossaの述べる ｢性役割モデル｣としての父役
割は､T.Parsonsが指摘 したような ｢男性 はInstrumen-
talRole､女性にはExpressiveRoleを｣ と言 う時の役
割規範と類似 しており､また､｢男性にはMasculinity､
女性にはFeminityを｣ と言 う時の役割規範 としての
｢心性｣を意味 している｡
(3)ここで言 う父役割の ｢同時性｣(synchronization)
とは､文化的規範としての父役割と具体的な父役割行動
とが､タイムラグ (timelag)を起こすことなく､一
致 している状態のことである｡それに対 して､｢非同時
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性｣(asynchronization)とは､具体的な父役割行動 と
父役割規範との間にタイムラグ (timelag)が生 じ､
両者の間に起こる不適合状況を意味している｡
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ofthefathers'rolesastheculturalnormandtheirconduct.ThetypeAwascaledadaptivepattern,which
●
wasdescribedasacceptingthenormsofandrogynousfatherrolesandalsobehavlngaSandrogynousfathers.
Thefathersinthiscategorymighthavehighself-esteemandsatisfaction.ThetypeBwascaledmaladaptive
pattern,whichwasdescribedasacceptingthenormsofandrogynousfatherroles,whilebehavlngaStradi-
●
tionalfatherroles.Thefathersinthiscategorymightexperienceguiltfeeling.ThetypeCwascaleddeviant
pattern,whichwasdescribedasrejctingthenormofandrogynousfatherroles,whilebehavingasandrogy-
nousfathersroles.Thefathersinthiscategorymightexperienceconstrainedfeeling.ThetypeDwascaled
traditionalpattern,whichwasdescribedasrejectingthenorm andconductofandrogynousfathers.The
fathersinthiscategorymightkeeptraditionalself-identity.ThetypeEwascaledinnovationpattern,which
wasdescribedasattemptingtoachieveunconventionalfatherroles,whilerejectingbothtraditionalandandrog-
ynousfathersroles.
Hypothesis2wasderivedfrom theanalys上sOftherelationshipbetweenthenorm offathers'roles
●
andtheirconductwhichwouldhaveanimpactonfatherspersonaldevelopmentthroughtheinstrumentality
I
oftheirresourcesandcommitmenttotheirparentingandoccupationalroles.Inthishypothesis,thenorm
andconductoffathers'roleswerepositionedasindependentvariablesinrelationtotheirpersonaldevelopment,
●
fathers'CommitmenttoparentingandoccupationalrolesandresourcesasintervenlngVariables,andtheir
personaldevelopmentasadependentvariable.
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